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〇富山県民の避難行動から

〇被災地支援活動から

〇10年後の富山県の人口推計値

〇今後の富山県の地域防災

原則 徒歩避難は無理だったのでは?
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〇富山県民の避難行動から

〇被災地支援活動から

〇10年後の富山県の人口推計値

〇今後の富山県の地域防災

原則 徒歩避難は無理だったのでは?

地震災害は面 豪雨災害は一点集中
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〇富山県民の避難行動から

〇被災地支援活動から

〇10年後の富山県の人口推計値

〇今後の富山県の地域防災

原則 徒歩避難は無理だったのでは?

地震災害は面 豪雨災害は一点集中

大人が少なくなる 高齢者がもっと高齢者
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国際的に人道支援を行う際の最低基準

KＴ

Ｂ s
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「50人に１基」→「20人に１基」
(発災直後は50人に１基)

「1人あたり2.0㎡」→「3.5㎡」
(⾧期化する場合は3㎡以上確保)

Ｔ

Ｂ

避難所の環境は改善されるが、収容人数は少なくなる
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〇富山県民の避難行動から

〇被災地支援活動から

〇10年後の富山県の人口推計値

〇今後の富山県の地域防災

原則 徒歩避難は無理だったのでは?

地震災害は面 豪雨災害は一点集中

大人が少なくなる 高齢者がもっと高齢者

避難所の環境は改善されるが、屋内での
避難が今以上に重要になる
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〇災害の理解

〇必要な備え

〇避難行動

災害の種類と特徴を知っている
現在地のリスク(ハザードマップ、防災情報)を把握し、被害
状況などを想像することができる

災害に対する備蓄、避難経路の確認、家具の固定など、
具体的な対策を講じるている

防災リテラシーを高める 災害に関する知識を理解し、適切
な行動を判断・実行できる能力

防災リテラシーを高めることで、
災害発生時の被害を最小限に抑えることが可能になります

避難場所(含:自宅)や避難経路の把握、災害発生時の避難行
動のタイミングを適切に判断できる
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